
 

 

 

遠隔地の複数出来事を同時に体験するための視聴代行botとタイムライン型 
インタフェースの提案 
村上 雄哉*  渡邊 恵太* 

概要． 遠隔授業やライブ配信といったリアルタイムに進行するオンラインコンテンツが増加した．

同時に行われるこれらのコンテンツをライブ配信や録画で視聴することはできるが，複数の映像と音

声をリアルタイムに理解することは困難である．そこで本研究ではユーザの代わりにカメラとマイク

を用いて出来事を体験する視聴代行 botとタイムライン型インタフェースを提案する．視聴代行 botは
音声認識と画像撮影を用いてユーザが体験したい場所の様子を画像と字幕として記録する．視聴代行

botは記録した情報を次々とタイムラインに投稿し，ユーザはタイムライン上でリアルタイムに閲覧す
る．提案手法を用いて，遠隔地で行われる複数の出来事を同時に体験することを目指す．  
 

1 はじめに 
新型コロナウィルスによるパンデミックの影響

で，Zoomや TeamsなどのWeb会議システムを利
用した遠隔授業やテレワーク，YouTubeを利用した
ライブ配信など，リアルタイムに進行するオンライ

ンコンテンツが増加した．視聴者は PCやスマート
フォンさえあれば視聴可能な一方で，同時期に配信

されるコンテンツもあり，どれをリアルタイムで視

聴するか悩むことがある．テレビでもそうであった

ように，１つをリアルタイムに視聴して残りのコン

テンツを録画で見返す手法がある．しかし録画の視

聴では，後からコンテンツを見返す時間を作る必要

があり，いつ見るかの調整やリアルタイムでないこ

とことで話題性の低下から未視聴のままアーカイ

ブが増えるだけとなることも多い． 
それに対して，複数コンテンツを同時視聴する手

法がある．しかし，複数の音声を同時に認識するこ

とが難しいという問題がある[1][3]．映像の並びや
再生方法を変更して同時視聴を試みる研究もある

が[2][5][6][7]，操作の複雑化やコンテンツの数に応
じて負荷が高くなるような問題がある． 
本研究では，遠隔多地点で行われる出来事や予定

をリアルタイムに同時体験するために，視聴代行

botとタイムライン型インタフェースを提案する(図
1)． 

2 提案システム 
ユーザは自分が体験したい出来事が起こる場所や

Webの動画配信コンテンツに対して視聴代行botを
配置する．それぞれの視聴代行 botはカメラとマイ
クを用いて映像を画像に，音声を文字起こしして一

定時間ごとにタイムラインへ投稿する．ユーザは画

像と文字が次々に更新されるタイムラインを閲覧す

ることで，複数の出来事をリアルタイムに同時体験

する． 
2.1 タイムライン型インタフェース 
タイムライン型インタフェースは，Twitter や

LINE で用いられる時系列でコンテンツを並べて提
示するインタフェースである．タイムラインは，ス

クロールだけで比較的多いコンテンツを閲覧でき，

時系列であることから，いつ何が起きたかや前後関

係を把握しやすい特徴がある．この特徴から，複数

の出来事を体験するためのインタフェースとして適

切であると考えた．コンテンツは，複数の視聴代行

botが画像とテキストを生成して投稿する(図 2)．テ
キストコンテンツは，読みやすさのために Twitter
を参考に 140字以下で表示する． 
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図 1．提案システムの概要 
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2.2 視聴代行 bot 
視聴代行 botはタイムライン型インタフェースに
画像と文字を投稿するシステムである．複数の出来

事を体験するとき，映像と音声を同時に視聴するの

は認知的な負荷がある．それぞれの出来事を画像と

文字に変換して体験することで負荷を軽減すること

ができると考えた．視聴代行 botは音声認識と写真
撮影を用いて画像と文字をタイムラインへ投稿する． 
ユーザは遠隔地の知人に依頼して視聴代行 botを
設置する．Web配信のコンテンツを体験する場合は
URLに配信映像をキャプチャする．ユーザはそれぞ
れの視聴代行 bot の設定画面(図 3 右側)に情報を入
力して代行開始ボタンを押すとタイムラインへの投

稿が始まる．例えば図 3の視聴代行 botは，30秒ご
とに写真を撮影し，10分間音声認識で文字起こしを
おこなってタイムラインに投稿する． 
2.3 実装 
タイムラインと視聴代行 bot の機能は全て

Next.js と Vercel を用いて Web ページとして実装
した．カメラとマイクを備えてWebページにアクセ
スできるデバイスは全て視聴代行 botとして利用す
ることができ，手軽に複数の出来事を同時体験する

ことができる．タイムラインに投稿されるデータは

FireStore Databaseに保存する．音声認識にはWeb 
Speech API, 画像の書き出しには Canvas APIを利
用した． 

 
3 議論 
提案手法を用いて実際に同時体験を行い，提案手

法の課題と同時体験の展望について述べる． 

3.1 試用と体験 
著者がタイトル以外の内容を知らない 2つの配信
動画と 1つの大学の講義について 1時間同時体験を
行った．講義では視聴代行 botを講義のスライドが
見える角度に設置するように友人に依頼した． 
同時体験を通して，文脈の理解には数式や固有名

詞が役立つ場面が多かった．講義内容について，タ

イムラインの投稿に字幕が表示されない，講義スラ

イドの変化が少ない時間があった．配信動画のうち

1 つは PC の自作動画であったが，組み立てる手順
をタイムラインの画像から正確に判断するのは難し

かった．もう 1つの動画は登場人物が多い会話形式
で進行しており，画像をよく切り替えて話者と内容

を結びつけて理解する必要があった． 
3.2 提案手法の課題 
講義の出席を依頼した友人からは，教室のスピー

カーの音量が小さかった，スライドを変えずに板書

をしていた時間があるという意見があった．提案手

法では，画角外の出来事やマイクに音声が入りにく

い状況の同時体験が難しい問題がある．ユーザが遠

隔地にいる人に視聴代行 botの設置や移動を依頼す
るための仕組みを検討する．今回の体験では文脈や

画像を確認するために画像切り替えの操作も多くお

こなった．スレッド形式や画像の一覧表示といった

タイムライン表示の検討も必要である． 
3.3 展望 
提案手法は，遠隔地の視聴覚情報を代行体験とし

てユーザに同時に提供する．一方で，音楽フェスや

食事のような視聴覚以外の情報，会議やワークショ

ップのようなユーザの動作を伴う出来事の同時体験

は難しい．複数の物理操作を 1人のユーザが同時に
行う事例として，高田ら[8]のロボットアームを用い
た研究がある．本研究の手法を用いて，ユーザは体

験したい場所にある視聴代行 botに接続して視聴体
験を同時に進めるといった生活をするようになる． 

 
図 2. 実際のタイムライン型インタフェースと投稿内容 

 

図 3. 視聴代行 bot の設定画面 

画像の撮影間隔や代行する時間を web ページ上で設定する 
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